
 

 
  

令和２年度戦略的 MICE誘致促進事業 

「沖縄県 MICE開催実態調査（2020年度版）業務」企画コンペティション 

質問書に係る回答について 

 

質問の内容 回 答 

1 仕様書「４．調査内容」「（１）開催

実態調査」について、MICE 関連施設

400 施設を調査対象とする記述があ

りますが、調査対象の 400 施設の名

称、所在地、郵便番号、電話番号、FAX

番号等のデータ（電子データ；エクセ

ル等）は、ご提供いただけるのでしょ

うか。 

前年度に回答依頼を行った受入施設の連絡先リス

トを受託事業者に提供します。なお、連絡先担当者

は変更となっている可能性がありますので、それら

の調整は受託事業者に行っていただきます。また、

新施設など前年度まで調査依頼を行っていない施

設に関しては、受託事業者が新規で連絡を行い、回

答を依頼することとなります。（施設によっては当

財団が行う場合もあります） 

 

2 仕様書４．調査内容（１）開催実態調

査において、対象施設は 400施設程度

とありますが、2019 年度の調査報告

書では調査対象が 520 施設とありま

す。今年は昨年度より対象施設を絞る

という事でしょうか。 

前年度の調査報告書の結果にもとつぎ、調査対象施

設数を 500施設程度に修正しました。なお、正式な

調査対象施設は、受託事業者と調整して決定しま

す。 

3 仕様書 7.(2) イ.必要に応じ、調査対

象施設等への訪問（上位 50 件程度）

とは、50 施設にヒアリング調査を実

施するということで宜しいか、或いは

調査票回収のための督促という意味

での訪問か。また、上位 50 件程度の

上位とは催事の規模などのことか。 

調査対象施設等への訪問は、ヒアリング調査・調査

票回収の催促ではありません。 

本事業は、多くの県内事業者様のご協力のもと成立

しています。したがって、前年度 MICE の受入件数

が多い事業者を中心に、引き続きご協力いただける

よう本事業の説明・協力願いを受託事業者と当財団

職員が訪問して行っております。なお、コロナ禍で

もありますので、訪問先や説明手段の方法は受託事

業者と検討して決定します。 

 

以 上 


